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中央区だより2 令和７年（2025年）１月19日 ※電話番号は市外局番（025）を省略しています。
※掲載の二次元コードを読み取ることができない人は各イベント主催者へお問い合わせください。

日＝日時　場＝会場　内＝内容　人＝対象・定員　持＝持ち物　￥＝参加費（記載のないものは無料）　申＝申し込み（記載のないものは当日直接会場）　問＝問い合わせ

除雪についてのご案内
●除雪作業は「新雪除雪」
が基本です

新雪除雪

●自宅の前は各戸で
除雪をお願いします

●道路に雪を出さない
でください

●地域ぐるみの除雪を
お願いします

　除雪車が通過した後、家の前
に雪が残り、出入り口をふさぐ
ことがあります。自宅前の除雪
は皆さんで行ってください。

道路の新雪を両脇にかき分ける作業

大雪となった場合に、緊急を要する生活上の困りごとなどの相談窓口を開設します。開設する場合は市ホームページなどを通じて発表します。
 利用対象　一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯、障がい者がいる世帯などで支援者がいない世帯　　　Ü健康福祉課（☎223-7216）

　交通事故の原因にもなるため、
自宅の雪は敷地内で処理してく
ださい。

　高齢者だけの世帯など、自力
で作業できない場合は、近所の
皆さんの協力をお願いします。

一人暮らしの高齢者など
大雪時の相談窓口

Ü建設課（☎223-7420）建設課（☎223-7420）

　行政だけで解決することが困難な課題（テーマ）の解決に
向けて、民間主体の事業提案を募集します。採択された事
業には、補助金を交付します。

テ ー マ　�信濃川左岸地区を起点とする賑わいの創出に
向けた取組の展開

参加表明締切　２月14日（金）午後５時必着
募 集 締 切　２月28日（金）午後５時必着　
対　　　象　�民間企業、NPO法人、大学、公益法人、その

他任意団体など
補 助 期 間　事業の開始から連続する３年度以内
補助上限額　�３年度以内で合計300万円（単年度の上限額は

200万円）
　応募方法や事業の詳細は、区ホームページ＝
右の二次元コード＝を確認してください
問地域課（☎223-7023）

まちづくりパートナーシップ事業まちづくりパートナーシップ事業

民間主体の事業提案を募集民間主体の事業提案を募集
（令和７年度開始事業）（令和７年度開始事業）

令和６年度
第５回自治協議会の概要
　12月23日に第５回自治協議会を
開催しました。会議の資料は、市役
所本館１階市政情報室で閲覧できる
ほか、区ホームページに掲載します。

■主な議題
１．�令和７年度中央区特色ある区づ

くり予算（区役所企画事業）につ
いて意見集約

２．�委員活動報告
３．�委員からの議事提案に基づく討議
■令和６年度第６回の開催案内
Ä２月21日（金）午後２時から
Å中央区役所５階　対策室
傍聴者の定員　先着10人
※�議題は、市役所本館や中央区役所・
東出張所・南出張所に掲示するほ
か、区ホームページに掲載します。

Ü地域課（☎223-7023）

新聞を購読していない方へ

市報にいがた・市報にいがた・
区役所だよりは区役所だよりは

戸別に配送できます戸別に配送できます
　市報にいがた・区役所だよりは、毎月第１・
３日曜の新聞に折り込んで届けていますが、
新聞未購読で希望する世帯には戸別に配送
しています。
Ö電話で市役所コールセンター（☎243-4894）
または地域課（☎223-7035）へ

ファシリテーションで若者が自由に意見できるまちへ
　市は、「新潟市こども条例」に基
づき、子どもが意見を表明しやす
くなる環境や仕組みを整備し、ま
ちづくりに参画する意識の醸成を
目指しています。その実現のため、
NPO法人みらいずworksは令和６
年度まちづくりパートナーシップ
事業補助金を活用して、「子ども意
見表明ファシリテーター養成講座」を開催しています。この講座では、子
どもや若者の意見を聞き、寄り添い、意見を引き出すファシリテーショ
ンのスキルや子どもの参画を促すプログラム作りを学んでいます。講座
には、地域教育コーディネーターや子どもの意見を地域づくりにいかし
たい人などが参加しています。
■ファシリテーションスキルを実践
　昨年12月７日に開催した講座では、高校生以下の若者と地域の大人に
よる意見交換ワークショップを鳥屋野中学校で実施し、実際に受講者が
ファシリテーターとして活躍しました。話し合いの中で自由なアイデア
を引き出せるよう、意見の良い・悪いを判断せずに受け止めながら進め
たり、発言者が偏らないように声掛けをしたりしていました。参加した
中村知子さんは「ファシリテーターとして、抽象的な意見に対して『どう
いうこと？』と掘り下げて聞き、具体的な意見を引き出せました。若者な
らではのいろいろな考えがあり、地域のこれからを担う若者が気楽に意
見を言える場を増やし、それを大人が吸い上げることで未来が明るくな
ると思いました」と話していました。

講座の中のワークショップで話し合われた内容を紹介！

多世代で考える上所駅周辺の未来
　12月７日のワークショップでは、
鳥屋野中学校と新潟南高校の生徒と
上所校区コミュニティ協議会の皆さ
んなどが、上所駅周辺をどんな場所
にしたいかを話し合いました。「駅が
できると住民や地域にどんなことが
起こるか」「どんな場所にすべきか・
どんなことをしていくべきか」につい
て、班ごとにボードに書き出してい
きました。生徒たちも積極的に意見
を出し、グループ発表では具体的で
若者らしい意見に大人からは感動の
声が上がっていました。

ワークショップでワークショップで
出た意見出た意見

通勤・通学しやすい ごみのポイ捨てや
騒音が心配

渋滞が発生し交通の
便が悪くなるのでは？

地域の人が遠くまで
出かけやすくなる

子どもが遊べる
商業施設を

デジタルサイネージを活用した
ポスター・動画を若者がつくる！

地下道に子どもたちの
絵を描いて明るく

パトロールの強化や交番に
すぐにつながる電話の設置を
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